
第1回 千代川⽔害タイムライン検討会
気象状況について

令和元年9⽉20⽇（⾦）
気象庁 ⿃取地⽅気象台

資料３-１

１．タイムライン作成で想定する台⾵シナリオ
２．気象台からの情報提供
（1）台⾵情報
（2）危険度の⾼まりに応じて段階的に発表する防災気象情報

①早期注意報情報（警報級の可能性）
②注意報（警報の発表が⾒込まれる場合はその旨を明記）
③警報（重⼤な災害のおそれに警戒呼びかけ）
④⼟砂災害警戒情報・氾濫危険情報
⑤特別警報・氾濫発⽣情報



１．タイムライン作成で想定する台⾵シナリオ

台
⾵
情
報

⼤型で強い台⾵
⽯垣島の⻄南⻄約150km
30km/hrで北東に進む

⼤型で強い台⾵
奄美⼤島の⻄約340km
35km/hrで北東に進む

気
象
情
報

台⾵情報 台⾵情報台⾵情報
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２⽇前 1⽇前 当⽇

⇒⼤⾬・洪⽔注意報発表

⇒⼤⾬（浸⽔害、⼟砂災害）・洪⽔警報発表

⇒⼟砂災害警戒情報発表

⇒記録的短時間⼤⾬情報発表
⇒⼤⾬特別警報（浸⽔害、⼟砂災害）発表

⽀川の越⽔開始

台⾵情報

外⽔氾濫発⽣

⇒強⾵・波浪注意報発表

⇒暴⾵・波浪警報発表

⼤型で強い台⾵
屋久島の⻄南⻄約140km
45km/hrで北東に進む



18⽇03時

18⽇15時

19⽇15時 【早期注意情報（警報級の可能性）】
☆10⽉13⽇ 11、17時予報において、

18⽇を対象に「⼤⾬」「暴⾵」「波浪」を「中」
☆10⽉14⽇ 11、17時予報において、

18⽇を対象に「⼤⾬」「暴⾵」「波浪」を「中」
☆10⽉15⽇ 11、17時予報において、

18⽇を対象に「⼤⾬」「暴⾵」「波浪」を「中」
☆10⽉16⽇ 11、17時予報において、

18⽇を対象に「⼤⾬」「暴⾵」「波浪」を「中」

☆10⽉17⽇ 5,11,17時予報において
18⽇を対象に「⼤⾬」「暴⾵」「波浪」を「⾼」

１．タイムラインで想定する台⾵シナリオ
⿃取県の注意報・警報と警報級の可能性

1⽇前（-24h）
10⽉17⽇15時

【⿃取県の注意報・警報】
☆10⽉17⽇21時00分 「強⾵、波浪注意報」発表

（18⽇昼前から暴⾵警報予告）

☆10⽉18⽇03時00分 「暴⾵、波浪警報」発表

☆10⽉18⽇06時00分 「⼤⾬、洪⽔注意報」発表
「暴⾵、波浪警報」継続

☆10⽉18⽇09時00分 「⼤⾬(浸⽔害、⼟砂災害)、洪⽔警報」発表
「暴⾵、波浪警報」継続

☆10⽉18⽇11時00分 「⼟砂災害警戒情報」発表

☆10⽉18⽇12時00分 「記録的短時間⼤⾬情報」発表

☆10⽉18⽇13時00分 「⼤⾬特別警報(⼟砂災害、浸⽔害)」発表
「洪⽔警報、暴⾵、波浪警報」継続
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２．気象台からの情報提供
（1）台⾵情報
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台⾵が発⽣すると、台⾵の位置
や強さなどの実況と5⽇先までの
予報を発表
予報円  70% 確率 台⾵ 中⼼ 位置   

予想される範囲

暴⾵域  平均⾵速25m/s以上の⾵
（⾮常に強い⾵）が吹いているか、
吹く可能性がある範囲

強⾵域  平均⾵速15m/s以上の⾵（強い⾵）
が吹いているか、吹く可能性がある範囲

求    ⾏動
・⼟砂災害・⽔害・⾼潮災害から命を

守    ⽴ 退 避難 必要 
地域にお住まいの⽅は、台⾵の接
近   暴⾵   屋外
を移動できなくなる前に
早めの避難

予報円の中⼼を結んだ⽩⾊の点線は、台⾵が進む可能性
の⾼いコースを⽰します。ただし、必ずしもこの線に
沿って進むわけでないことに注意してください。

暴⾵警戒域
実況の暴⾵域

実況の強⾵域

予報円



台⾵情報の例（10⽉18⽇0時）
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平成１０年 台⾵第１０号に関する⿃取県気象情報 第□号

平成１０年１０⽉１８⽇０１時３０分 ⿃取地⽅気象台発表

（⾒出し）
台⾵第１０号は、１８⽇の昼前から⼣⽅にかけて中国地⽅を縦断する

おそれが強くなりました。１８⽇の朝には暴⾵域に⼊る⾒込みです。
（本⽂）
⼤型で強い台⾵第１０号は、１８⽇０時には屋久島の⻄南⻄約１４０キロ
にあって、１時間におよそ４５キロの速さで北東へ進んでいます。
中⼼の気圧は９６０ヘクトパスカル、中⼼付近の最⼤⾵速は３５メートル

で中⼼から東側２００キロ以内と⻄側１５０キロ以内では⾵速２５メートル
以上の暴⾵となっています。
台⾵の北上に伴い、台⾵周辺の発達した⾬雲がかかるため、⿃取県では

１８⽇にかけて、⾮常に強い⾬が降る⾒込みです。
⼟砂災害、浸⽔害、河川の増⽔や氾濫に警戒してください。

また、１８⽇朝から⾮常に強い⾵が吹き、海上では⼤しけとなるで
しょう。暴⾵や⾼波に警戒してください。
<⾬の予想>
１８⽇０時から１９⽇０時までの２４時間降⽔量は、
多い所 ４００ミリ

１８⽇に予想される１時間降⽔量は、
多い所 ７０ミリ

<⾵の予想>
１８⽇に予想される最⼤⾵速（最⼤瞬間⾵速）は、
陸上 ２０メートル（３５メートル）
海上 ２５メートル（３５メートル）



（2）危険度の⾼まりに応じて段階的に発表する防災気象情報
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（2）危険度の⾼まりに応じて段階的に発表する防災気象情報
①早期注意報情報（警報級の可能性）
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• 警報級の現象が5⽇先までに予想されているときに
は、その可能性を「早期注意情報（警報級の可
能性）」として［⾼］、［中］の2段階で発表して
います。

• 翌⽇までの期間に[⾼]⼜は[中]が予想されている
場合は、災害への⼼構えを⾼める必要があるとされ
る警戒レベル１です。

・心構えを一段高める
・職員の連絡体制を確認

・災害への心構えを高める

市町村の対応

住⺠ ⾏動等



（2）危険度の⾼まりに応じて段階的に発表する防災気象情報
②注意報（警報の発表が⾒込まれる場合はその旨を明記）

• 災害が起こるおそれのあるときに注意を呼びかけ
• 市町村単位で発表
• 警報 発表 ⾒込   場合 、

その旨を記述

○○市［発表］大雨、雷。洪水注意報
特記事項 土砂災害、浸水注意
○日明け方までに大雨警報に切り替える可能性がある

気象庁HP表⽰例

・第1次防災体制（連絡要員配置）
・第2次防災体制（避難準備・高齢者等避難開始の
発令を判断できる体制）

・（夜間～翌日早朝に警報発表の可能性が高い場合）
避難準備・高齢者等避難開始

・夜間に警報発表の可能性が高い場合、土砂災害
警戒区域に居住で、避難に支援を必要とする方は、
早めの避難

市町村の対応

住⺠ ⾏動等
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（2）危険度の⾼まりに応じて段階的に発表する防災気象情報
③警報（重⼤な災害のおそれに警戒呼びかけ）
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Point• 避難準備・⾼齢者等避難開始
• 第3次防災体制（避難勧告の

発令 判断   体制）

• ⼟砂災害警戒区域等や急激な⽔位上昇のおそれがある
河川沿いにお住まいの⽅は、
避難準備が整い次第、避難開始

• ⾼齢者は速やかに避難

住⺠ ⾏動等

• 重⼤な災害が起こるおそれのあるときに警戒を
呼びかけ

• 市町村単位で発表

市町村の対応



（2）危険度の⾼まりに応じて段階的に発表する防災気象情報
④⼟砂災害警戒情報・氾濫危険情報
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• 避難勧告
• 第4次防災体制（災害対策本部設置）
• 避難指⽰（緊急）※ 緊 急 的 ま た は 重 ね て 避 難 を 促 す 場 合

等 発令

• 危険な区域の外の少しでも安全な場所に速やかに避
難

• ⼟砂災害発⽣ 危険度 ⾮常 ⾼   ときに、
対象となる市町村を特定して⿃取県と気象台が
共同で発表

• 氾濫危険⽔位 達  場合 河川国道事務所
⼜は⿃取県と気象台が共同で発表
⿃取県の対象河川‥千代川、袋川・新袋川、天神川、⼩鴨川、国府川、⽇野川、

法勝寺川 由良川

市町村の対応

住⺠ ⾏動等



（2）危険度の⾼まりに応じて段階的に発表する防災気象情報
⑤特別警報・氾濫発⽣情報
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• 災害発⽣情報 ※可能 範囲 発令

• ⼤⾬特別警報発表時は、避難勧告等の対象範囲
 再度確認

• 危険な区域からまだ避難できていない⽅は
命 守    最善 ⾏動   

• ⼤⾬特別警報発表時には、災害が起きないと思わ
       場合  危険度 ⾼  異常事態 
あることを踏まえて対応する

市町村の対応

住⺠ ⾏動等

• 警報の発表基準をはるかに超える豪⾬等が予想さ
れ、重⼤な災害の危険性が著しく⾼まっている場合
に発表



⼤⾬・洪⽔警報の危険度分布の例

⼟砂災害、浸⽔害、洪⽔
害の危険度が⾼まってい
る場所が把握できます。

⼤⾬警報（⼟砂災害） 危険度分布⾼解像度降⽔ナウキャスト

⼤⾬警報（浸⽔害） 危険度分布 洪⽔警報の危険度分布
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タイムライン作成で想定する台⾵経路と台⾵情報
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15⽇21時

16⽇21時

17⽇21時 1８⽇21時

14⽇21時

平成１０年 台⾵第１０号に関する情報 第●号

平成１０年１０⽉１３⽇２２時００分 気象庁予報部発表

（⾒出し）
超⼤型で⾮常に強い台⾵第１０号は、フィリピンの東に

あって
発達しながら、北⻄に進んでいます。この台⾵は、１６⽇に
かけて、先島諸島に接近するおそれがあります。
（本⽂）
超⼤型で⾮常に強い台⾵第１０号は、１３⽇２１時には
フィリピンの東の北緯１４度４０分、東経１２７度５０分に
あって、
1時間におよそ３０キロの速さで北⻄へ進んでいます。
中⼼の気圧は９３０ヘクトパスカル
中⼼付近の最⼤⾵速は４５メートルで
中⼼から半径３００キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵となっています。
また、中⼼から半径８００キロ以内では
⾵速１５メートル以上の強い⾵が吹いています。

台⾵の中⼼は、
２４時間後の１４⽇２１時には

フィリピンの東の
北緯１７度５０分、東経１２３度２５分を中⼼とする
半径１９０キロの円内に達する⾒込みです。
この円の中⼼から半径５００キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵域に⼊るおそれがあります。
４８時間後の１５⽇２１時には

沖縄の南の
北緯２１度００分、東経１２２度３０分を中⼼とする
半径３１０キロの円内に達する⾒込みです。
この円の中⼼から半径６００キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵域に⼊るおそれがあります。

台⾵進路予想図
10⽉13⽇21時（5⽇前)

10⽉13⽇21時
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15⽇21時

16⽇21時

17⽇21時
1８⽇21時

19⽇21時

平成１０年 台⾵第１０号に関する情報 第○号

平成１０年１０⽉１４⽇２２時００分 気象庁予報部発表

（⾒出し）
超⼤型で猛烈な台⾵第１０号は、フィリピンの東にあって

⻄北⻄に進んでいます。
この台⾵は、１６⽇には先島諸島にかなり接近する⾒込みです。

（本⽂）
超⼤型で猛烈な台⾵第１０号は、１４⽇２１時には
フィリピンの東の北緯１７度００分、東経１２２度５０分にあっ
て、
1時間におよそ２０キロの速さで⻄北⻄へ進んでいます。
中⼼の気圧は９００ヘクトパスカル
中⼼付近の最⼤⾵速は５５メートルで
中⼼から半径３９０キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵となっています。
また、中⼼から半径８５０キロ以内では
⾵速１５メートル以上の強い⾵が吹いています。

台⾵の中⼼は、
２４時間後の１５⽇２１時には

⽯垣島の南⻄約５５０キロの
北緯２０度１０分、東経１２０度５５分を中⼼とする
半径１９０キロの円内に達する⾒込みです。
この円の中⼼から半径５４０キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵域に⼊るおそれがあります。
４８時間後の１６⽇２１時には

⽯垣島の⻄約１８０キロの
北緯２４度００分、東経１２２度３０分を中⼼とする
半径３１０キロの円内に達する⾒込みです。
この円の中⼼から半径６５０キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵域に⼊るおそれがあります。

台⾵進路予想図
10⽉14⽇21時（4⽇前）

10⽉14⽇21時
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16⽇21時
17⽇21時

1８⽇21時

19⽇21時

平成１０年 台⾵第１０号に関する情報 第▲号

平成１０年１０⽉１５⽇２２時００分 気象庁予報部発表

（⾒出し）
⼤型で⾮常に強い台⾵第１０号は、⽯垣島の南南⻄ににあって

北に進んでいます。先島諸島では、明⽇（１６⽇）昼過ぎから
暴⾵域に⼊るおそれがあります。
先島諸島や周辺の海上では暴⾵や⾼波に厳重な警戒が必要です。

（本⽂）
⼤型で⾮常に強い台⾵第１０号は、１５⽇２１時には
⽯垣島の南南⻄約６００キロの
北緯１９度３０分、東経１２１度０５分にあって、
1時間におよそ１５キロの速さで北へ進んでいます。
中⼼の気圧は９４０ヘクトパスカル
中⼼付近の最⼤⾵速は４５メートルで
中⼼から半径３００キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵となっています。
また、中⼼から半径６５０キロ以内では
⾵速１５メートル以上の強い⾵が吹いています。

台⾵の中⼼は、
２４時間後の１６⽇２１時には

⽯垣島の南⻄約２４０キロの
北緯２２度５５分、東経１２２度２５分を中⼼とする
半径１７０キロの円内に達する⾒込みです。
この円の中⼼から半径４６０キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵域に⼊るおそれがあります。
４８時間後の１７⽇２１時には
奄美⼤島の⻄南⻄約３３０キロの
北緯２７度００分、東経１２６度３０分を中⼼とする
半径３１０キロの円内に達する⾒込みです。
この円の中⼼から半径５４０キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵域に⼊るおそれがあります。

台⾵進路予想図
10⽉15⽇21時（3⽇前）

10⽉15⽇21時
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17⽇21時

1８⽇21時

19⽇21時

17⽇09時

平成１０年 台⾵第１０号に関する情報 第△号

平成１０年１０⽉１６⽇２２時００分 気象庁予報部発表

（⾒出し）
⼤型で強い台⾵第１０号は、⽯垣島の⻄南⻄にあって

北東に進んでいます。
（本⽂）
⼤型で強い台⾵第１０号は、１６⽇２１時には
⽯垣島の⻄南⻄約１５０キロの
北緯２３度５５分、東経１２２度５０分にあって、
1時間におよそ３０キロの速さで北東へ進んでいます。
中⼼の気圧は９５０ヘクトパスカル
中⼼付近の最⼤⾵速は４０メートルで
中⼼から半径１５０キロ以内では
⾵速２５メートル以上の暴⾵となっています。
また、中⼼から北側６００キロ以内と南側４４０キロ以内では
⾵速１５メートル以上の強い⾵が吹いています。

台⾵の中⼼は、
１２時間後の１７⽇０９時には

那覇市の⻄約２８０キロの
北緯２６度３０分、東経１２４度５５分を中⼼とする
半径１１０キロの円内に達する⾒込みです。
この円の中⼼から半径１９０キロ以内では、
⾵速２５メートル以上の暴⾵域に⼊るおそれがあります。
２４時間後の１７⽇２１時には
名瀬市の⻄約１８０キロの
北緯２８度４０分、東経１２７度４０分を中⼼とする
半径１７０キロの円内に達する⾒込みです。
この円の中⼼から半径２６０キロ以内では、
⾵速２５メートル以上の暴⾵域に⼊るおそれがあります。
４８時間後の１８⽇２１時には
徳島市の南約７０キロの
北緯３３度３０分、東経１３４度３０分を中⼼とする
半径３１０キロの円内に達する⾒込みです。
この円の中⼼から半径４４０キロ以内では、
⾵速２５メートル以上の暴⾵域に⼊るおそれがあります。

台⾵進路予想図
10⽉16⽇21時（2⽇前）

10⽉16⽇21時
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18⽇03時

18⽇15時

19⽇15時

平成１０年 台⾵第１０号に関する⿃取県気象情報 第■号

平成１０年１０⽉１７⽇１６時３０分 ⿃取地⽅気象台発表

（⾒出し）
⼤型で強い台⾵第１０号は、やや速度を早めて奄美⼤島の⻄の海上

を北東に進んでいます。
今後も台⾵は北東に進み、１８⽇にかけて中国地⽅を縦断、または

かなり接近して通過するおそれが強くなりました。

（本⽂）
⼤型で強い台⾵第１０号は、１７⽇１５時には奄美⼤島の⻄約３４０
キロの海上にあって、１時間におよそ３５キロの速さで北東へ進んで
います。
中⼼の気圧は９６０ヘクトパスカル、中⼼付近の最⼤⾵速は３５

メートルで中⼼から東側２００キロ以内と⻄側１５０キロ以内では⾵
速２５メートル以上の暴⾵となっています。また、中⼼から東側５６
０キロ以内と⻄側４４０キロ以内では⾵速１５メートル以上の強⾵が
吹いています。
今後、台⾵第１０号は、強い勢⼒を保ちながら北上し、１８⽇昼過

ぎには⿃取県に最も接近する⾒込みです。台⾵の接近に伴い、⿃取県
では１８⽇昼前から⾮常に強い⾵が吹き、海上では⼤しけとなるで
しょう。暴⾵や⾼波に警戒してください。

⿃取県では、１８⽇にかけて暖かく湿った空気が流れ込むため、
⼤気の状態が不安定となり、１８⽇未明から⾮常に激しい⾬の降るお
それがあります。⼟砂災害、浸⽔害、河川の増⽔や氾濫に警戒してく
ださい。

<⾬の予想>
１７⽇１８時から１８⽇１８時までの２４時間降⽔量は、
多い所 ４００ミリ

その後、１８⽇１８時から１９⽇１８時までの２４時間降⽔量は、
多い所 ２００から３００ミリ

１８⽇に予想される１時間降⽔量は、
多い所 ７０ミリ

<⾵の予想>
１８⽇に予想される最⼤⾵速（最⼤瞬間⾵速）は、
陸上 ２０メートル（３５メートル）
海上 ２５メートル（３５メートル

台⾵進路予想図
10⽉17⽇15時（1⽇前）

10⽉17⽇15時
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1８⽇12時

19⽇0時

平成１０年 台⾵第１０号に関する⿃取県気象情報 第□号

平成１０年１０⽉１８⽇０１時３０分 ⿃取地⽅気象台発表

（⾒出し）
台⾵第１０号は、１８⽇の昼前から⼣⽅にかけて中国地⽅を縦断する

おそれが強くなりました。１８⽇の朝には暴⾵域に⼊る⾒込みです。
（本⽂）
⼤型で強い台⾵第１０号は、１８⽇０時には屋久島の⻄南⻄約１４０キロ
にあって、１時間におよそ４５キロの速さで北東へ進んでいます。
中⼼の気圧は９６０ヘクトパスカル、中⼼付近の最⼤⾵速は３５メートル

で中⼼から東側２００キロ以内と⻄側１５０キロ以内では⾵速２５メートル
以上の暴⾵となっています。
台⾵の北上に伴い、台⾵周辺の発達した⾬雲がかかるため、⿃取県では

１８⽇にかけて、⾮常に強い⾬が降る⾒込みです。
⼟砂災害、浸⽔害、河川の増⽔や氾濫に警戒してください。

また、１８⽇朝から⾮常に強い⾵が吹き、海上では⼤しけとなるで
しょう。暴⾵や⾼波に警戒してください。
<⾬の予想>
１８⽇０時から１９⽇０時までの２４時間降⽔量は、
多い所 ４００ミリ

１８⽇に予想される１時間降⽔量は、
多い所 ７０ミリ

<⾵の予想>
１８⽇に予想される最⼤⾵速（最⼤瞬間⾵速）は、
陸上 ２０メートル（３５メートル）
海上 ２５メートル（３５メートル）

台⾵進路予想図
10⽉18⽇0時（半⽇前）

10⽉18⽇0時
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